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２０２０年

年 ２月号 

第 86号

は 1 月

号 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

開
催
の
お
知
ら
せ 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
）
初

代
会
長
の
故
山
本
雄
一
氏
の
理
念
は
「
練
馬
に
住

む
シ
ニ
ア
世
代
に
新
し
い
居
場
所
」
を
提
供
す
る

支
援
を
行
い
、
そ
の
居
場
所
を
利
用
し
て
生
き
甲

斐
の
あ
る
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
る
こ

と
で
「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
達
成
す
る

こ
と
で
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
「
ね
り
ま

シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
が
27
回
に
達
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

５
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
、
区
民
・
産

業
プ
ラ
ザ
３
階
の
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
基
調
講
演
の
講
師
は
、
ア
カ
ン
サ
ス
音
楽

教
育
研
修
所
・
所
長
の
土
田
京
子
氏
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
演
題
は
「
年
を
重
ね
る
こ

と
は
自
由
に
な
る
こ
と
」 

～ 

今
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
っ
て
？ 

～ 

と
い
う
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
参
考
に
な
る
お
話
が
聞
け

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

各
同
期
会
も
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
メ
ン
バ
ー
の

減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
で
メ
ン

バ
ー
募
集
な
ど
を
し
て
、
会
の
活
性
化
の
維
持
に

苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
あ
る
意
味
仕

方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ね
り
ま
シ
ニ

ア
セ
ミ
ナ
ー
は
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
が

同
じ
と
き
に
、
同
じ
ス
テ
ー
ジ
か
ら
仲
間
を
作
れ

る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
有
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
周
り
で
社
会
参
画
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
々
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
勧
誘
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

 

世
話
役 

井
上
隆
雄 

         

           
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

            

 

ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

今
年
も
春
の
ひ
と
時
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ

ラ
・
ピ
ア
ノ
の
三
重
奏
を
聞
い
て
頂
き
ま
す
。 

 

日
時 

２
月
28
日(
金)
午
後
１
時
30
分 

 

場
所 

大
泉
学
園
ゆ
め
り
あ
ホ
ー
ル 

 

演
奏 

神
野
優
子
・
宮
林
陽
子
・
平
田
侑 

 

詳
細
は
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
事
務
局 

新
井 

保
廣 

桑
原 

義
和 

横
山 

具
佳 

熊
谷 

玄
之 

猪
俣 

俊
美 

内
藤 

雄
幹 

武
藤 

  

哲 

鈴
木
淳
三
郎 

丸
山 

敏
雄 

下
河 

秀
行 

岡
部 

史
生 

桂  
 

幸
嗣 

浅
見
眞
一
郎 

大
貫 

雅
弘 

井
上 

隆
雄 

鈴
木 

光
夫 

橋
本 

直
樹 

斎
藤 

義
美 

清
水 

隆
博

士 

 

よ
し
み 

令
和
１
年
度 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ―

ク 

同
期
会
会
長(

代
表
者)

名 
(

敬
称
略) 

 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ(

Ｈ
４) 

 

四
季
会(

Ｈ
９) 

 

睦 

会(

Ｈ
11) 

八
展
会(

Ｈ
13) 

メ
ロ
ウ
・
メ
イ
ツ
す
ば
る(

Ｈ
14) 

N
・
Ｅ
Ｌ
Ｆ(

新
エ
ル
フ) (

Ｈ
16) 

ト
リ
ト
ン
ね
り
ま(

Ｈ
17) 

ひ
と
み
会(

Ｈ
18) 

 

虹
の
会(

Ｈ
19) 

 
 

楽
友
会(

Ｈ
22) 

二
三
の
会(

Ｈ
23) 

 

み
ん
な
の
会(

Ｈ
24) 

 

一
笑
会(

Ｈ
25) 

ひ
ま
わ
り(

Ｈ
26) 

い
ち
ご
会(

Ｈ
27) 

ふ
た
ば
会(

Ｈ
28) 

さ
わ
や
か`

17(

Ｈ
29) 

Ｃ
o

o

l

30(

Ｈ
30) 

Ｒ
ｅ
ｉ 

１(

Ｒ
１) 

 
 

 
 

 

（ 
 

）
は
設
立
年 

 

 

                    

第２６回ねりまシニアセミナーでは 

新同期会 Rei 1 が誕生 



【会員のひろば】 

 

《 

横
浜
を
堪
能 

》 

 
10
月
の
イ
ベ
ン
ト
、
横
浜
三
渓
園
と
中

華
街
で
本
格
中
華
を
堪
能
！ 

10
月
27
日
、
秋
の
澄
み
切
っ
た
天
気
に

心
も
晴
れ
渡
る
よ
う
な
始
ま
り
で
し
た
。 

私
た
ち
５
名
は
元
町
・
中
華
街
駅
改
札
、

10
時
に
待
ち
合
わ
せ
ま
し
た
（
途
中
か
ら

１
名
参
加
で
計
６
名
）。
練
馬
駅
か
ら
は
副

都
心
線
Ｆ
ラ
イ
ナ
ー
で
１
時
間
、
本
を
読

ん
で
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
到
着
で
す
。 

駅
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
乗
車
し
三
渓
園
入

り
口
ま
で
15
分
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
５
分
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
。 

三
渓
園
は
、
明
治
時
代
の
実
業
家
・
原

富
太
郎
が
創
設
し
た
庭
園
で
す
。
茶
人
と

し
て
も
知
ら
れ
ま
す
が
、
号
を
「
三
溪
」

と
言
い
、
こ
の
原
三
溪
の
名
か
ら
「
三
渓

園
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

園
内
に
は
国
の
重
要
文
化
財
の
建
造
物
が

12
棟
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ｲ
ア
ガ
イ
ド
に

案
内
さ
れ
建
物
が
移
築
さ
れ
た
経
緯
な
ど

丹
念
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

中
華
街
、
聘
珍
楼
で
は
洗
練
さ
れ
た
美

人
店
員
に
う
や
う
や
し
く
個
室
に
案
内
さ

れ
、
丸
テ
ー
ブ
ル
に
座
る
だ
け
で
雰
囲
気

が
で
ま
す
。
数
あ
る
料
理
を
チ
ョ
イ
ス
し

な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。
中
で
も
フ
カ
ヒ
レ

ス
ー
プ
に
感
激
、
ス
ー
プ
を
一
口
飲
め
ば

鼻
腔
に
広
が
る
奥
深
い
香
り
と
味
、
絶
妙

な
と
ろ
み
加
減
が
の
ど
元
を
通
る
、
歯
根

に
残
る
フ
カ
ヒ
レ
の
触
感
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
一
流
で
し
た
。 

私
た
ち
に
は
イ
ン
ス
タ
映
え
も
関
係
な

く
、
紹
興
酒
・
料
理
に
気
を
取
ら
れ
写
真

を
撮
り
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
！ 

味
も
い
い
け
ど
、
値
段
も
い
い
ね
と
笑
い

が
出
ま
し
た
。「
た
ま
に
は
こ
ん
な
事
も
な

い
と
ね
。」
と
み
ん
な
ご
満
悦
で
し
た
。 

 
 

   

C

o

o

l
30    
斉
藤
義
美 

 
 

 

      

 

～ 

町
会
で
活
動 

～ 

地
域
の
町
会
で
活
動
中
の
お
二
人
で
す
。 

加
藤
雅
子
さ
ん
（
ひ
と
み
会
） 

 

旭
丘
１
丁
目
町
会
の
役
員
を
20

年
以

上
続
け
ら
れ
、
区
民
表
彰
受
賞
者
（
地
域

社
会
育
成
功
労
）
と
し
て
、
11
月
７
日
に

区
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
（
区
報
11
月
１

日
号
に
名
簿
掲
載
） 

当
町
会
は
、
役
員
24
名
の
う
ち
半
数
以

上
が
女
性
だ
が
、
加
藤
さ
ん
は
女
性
部
部

長
で
行
事
を
立
案
・
実
行
さ
れ
、
防
火
防

災
部
の
部
長
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
る
。 

・
女
性
部 

 

近
年
は
落
語
家
を
招
く
企
画
・
広
報
と 

実
施
が
多
い
。 

・
防
火
防
災
部 

消
防
署
と
連
携
し
、
防
火
防
災
の
広
報
・ 

啓
発
活
動
や
救
急
救
命
訓
練
を
継
続
。 

３
か
月
お
き
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等
。 

そ
の
他
、
お
祭
り
の
裏
方
と
し
て
の
お
手

伝
い
、
夏
は
ゴ
ミ
拾
い
行
事
等
、
活
動
は

広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ン
シ

ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
際
は
、
建
て
主
に
町

会
へ
の
入
会
案
内
を
行
っ
て
、
町
会
の
活

性
化
に
も
努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。 

角
地
德
久
さ
ん
（
ひ
と
み
会
） 

 

石
神
町
会(

石
神
井
町
４
、
６
～
８
丁

目)

の
地
域
福
祉
部
長
を
５
年
前
か
ら
さ

れ
て
い
る
。
当
町
会
は
地
域
福
祉
部
を
５

年
前
に
立
ち
上
げ
、
民
生
委
員
と
の
連
絡

会
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
体
制
の

整
備
、
地
域
福
祉
や
認
知
症
の
勉
強
会
、

盆
踊
り
練
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

 

練
馬
区
は
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を

12
年
前
か
ら
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
受

け
取
り
、
災
害
時
の
安
否
確
認
・
避
難
行

動
に
活
か
そ
う
と
す
る
町
会
等
は
ま
だ
半

分
程
度
と
い
う
。
当
町
会
で
も
５
年
前
に

町
会
長
が
代
わ
り
、
災
害
対
策
に
取
り
組

み
始
め
た
の
を
機
会
に
当
名
簿
を
受
け
取

り
、
民
生
委
員
と
連
携
し
て
安
否
確
認
体

制
の
整
備
に
取
り
組
み
始
め
た
。 

 

ま
た
今
年
か
ら
光
和
小
、
石
神
井
小
で

行
わ
れ
る
盆
踊
り
に
参
加
す
る
人
を
増
や

そ
う
と
、
盆
踊
り
練
習
会
を
始
め
て
い
る
。 

 

地
域
で
活
動
す
る
会
員
た
ち 

④ 



【各会の思い出の行事】 
  

 
 

 

【
台
湾
珍
道
中
】 

 

 
昨
年
の
２
月
に
、
い
ち
ご
会
主
催
の
本

旅
行
に
「
ひ
ま
わ
り
」
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。 

 
 

台
湾
に
到
着
後
、
観
光
バ
ス
で
い
ざ
出

発
。
高
速
道
路
に
は
待
避
所
が
無
い
の
で

臨
時
停
車
が
出
来
な
い
。
さ
ら
に
休
憩
所

が
あ
ま
り
な
く
、
途
中
メ
ン
バ
ー
が
ト
イ

レ
に
行
き
た
く
て
も
、
次
の
休
憩
所
ま
で

じ
っ
と
我
慢
の
子
。
ま
さ
に
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
状
態
。 

 

無
事
ホ
テ
ル
到
着
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
が
、
ロ
ッ
ク

で
き
な
い
。
し
ば
ら
く
す
る
と
そ
の
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
ノ
イ
ズ
。
係
員
が
い
ろ
い
ろ
チ

ェ
ッ
ク
し
た
が
ノ
イ
ズ
を
止
め
ら
れ
ず
。

突
然
係
員
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
を
引

っ
張
り
出
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
し
始
め
た
。 

も
し
か
し
て
そ
れ
は
簡
単
に
持
ち
出
せ
る

の
か
？ 

で
き
た
。
そ
の
ボ
ッ
ク
ス
は
持

ち
帰
っ
て
も
ら
っ
た
。
決
し
て
セ
ー
フ
テ

ィ
ボ
ッ
ク
ス
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
。 

 

帰
り
の
機
内
で
は
、
４
か
国
以
上
の
通

貨
で
ビ
ー
ル
を
注
文
。
追
加
の
ビ
ー
ル
も

お
つ
ま
み
も
雑
多
な
通
貨
な
の
で
、
計
算

が
大
変
で
四
苦
八
苦
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、

そ
の
Ｃ
Ａ
か
ら
は
色
々
な
機
内
販
売
品
を

勧
め
ら
れ
た
が
、
買
わ
な
か
っ
た
の
で
が

っ
か
り
し
て
い
た
。 

成
田
到
着
後
、
そ
の
ク
ル
ー
と
偶
然
会

っ
た
の
で
、
お
礼
を
言
お
う
と
し
た
ら
、

何
を
勘
違
い
し
た
の
か
、
他
の
ク
ル
ー
が

間
に
割
り
込
ん
で
き
た
。
？
？ 

 
珍
道
中
で
あ
っ
た
が
楽
し
い
旅
行
で
し

た
。
い
ち
ご
会
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ひ
ま
わ
り 

大
貫
雅
弘 

         

  

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｓ
Ｆ
）
委
員
会 

 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、

Ｎ
Ｓ
Ｎ
）
夏
の
恒
例
行
事
と
い
え
ば
、
そ

う
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
以
下
、

Ｓ
Ｆ
）
で
す
！ 

参
加
者
は
２
０
０
人
を
超

え
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
約
３
５
０
人
の
過
半
が

出
席
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｎ
最
大
の
行
事
で
す
。 

 

全
同
期
会
が
一
堂
に
会
す
る
行
事
で
す

の
で
、
各
同
期
会
か
ら
委
員
を
必
ず
出
す

よ
う
お
願
い
し
、
委
員
全
員
が
仕
事
を
分

担
し
て
準
備
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場

の
予
約
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
出
演
交
渉
・

会
計
・
飲
食
物
の
仕
入
・
会
場
設
営
・
配

膳
等
、
仕
事
は
色
々
で
す
。
特
に
イ
ベ
ン

ト
企
画
は
、
わ
ず
か
な
謝
礼
し
か
払
え
な

い
た
め
、
大
変
で
す
。
そ
ん
な
委
員
の
皆

さ
ん
の
励
み
は
、
帰
り
際
の
「
楽
し
か
っ

た
よ
」
の
一
声
で
す
。 

委
員
会
は
11

月
の
顔
合
わ
せ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
座
席
配
置
を
同
期
会
単
位
に

し
た
り
、
飲
食
物
の
持
込
み
を
自
由
に
し

た
り
、
会
場
を
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
に
変
更

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
変
わ
ら
な
い
の

は
毎
年
５
月
の
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
で
結
成

さ
れ
る
新
し
い
同
期
会
の
お
披
露
目
で
す
。

昨
年
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
会
の
紹
介
が
あ
り
、

時
代
の
変
化
を
実
感
し
ま
し
た
。 

今
年
の
Ｓ
Ｆ
は
、
８
月
16
日
（
日
）
に

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
同
期
会
の
枠
を
超

え
て
の
交
流
や
、
地
域
で
様
々
な
活
動
を

し
て
い
る
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
の
紹
介
等
を
考
え

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
も
四
半
世
紀
を
経
て
、

同
期
会
に
よ
っ
て
は
高
齢
化
や
会
員
の
減

少
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
相
互
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
、
新
た
な
知
恵
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
は

２
５
０
人
ま
で
大
丈
夫
、
皆
さ
ん
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
を
楽

し
ま
せ
た
い
方
、
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
方
、

様
々
な
人
脈
の
あ
る
方
、
委
員
の
推
薦
依

頼
が
あ
っ
た
ら
、
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
（
文
責
武
藤
） 

作
業
部
会
紹
介
シ
リ
ー
ズ 

① 
 

  

 



      

 

 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

オープン参加行事のご案内など 
            

【
定 

例 

行 

事
】 

 

【
Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ
】 

▼
R
1
年
９
月
28
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
R
1
年
10
月
26
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

各
委
員
会
連
絡
確
認
事
項 

・
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
会
報 

・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会 

                                                              

《 

秋
の
紅
葉
バ
ス
ツ
ア
ー 

》 

 

11
月
20
日
、秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、昨
年
を
超
え
る
35

名
の
仲
間
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
が
、
茨
城
に
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
へ
。
記
念
撮
影
を
し

て
か
ら
の
自
由
見
学
、
普
段
目
に
す
る
事
の
な
い
ロ
ケ

ッ
ト
等
の
実
物
を
、
間
近
に
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

次
は
，
公
園
の
よ
う
な
筑
波
大
学
の
構
内
を
走
り
抜
け

て
筑
波
山
へ
。
高
級
ラ
ン
チ
？
の
後
、
差
し
入
れ
の
日

本
酒
に
酔
い
つ
つ
、
各
自
、
筑
波
神
社
や
、
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
で
山
頂
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
見
学
時
間

が
短
縮
さ
れ
た
り
、
駐
車
場
の
関
係
で
、
昼
食
の
選
択

肢
が
制
限
さ
れ
た
り
と
、
期
待
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た

所
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、
今
回
は
天
気
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
車
窓
か
ら
眺
め
る
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
街
並
み

や
、
筑
波
山
に
出
会
え
、 

思
い
出
に
残
る
一
日
と 

な
り
ま
し
た
。 

 

６
月
か
ら
準
備
を
始
め 

参
加
者
は
、
集
ま
る
だ
ろ 

う
か
？
当
日
の
天
気
は
？ 

等
、
気
を
揉
む
事
も
多
々 

あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
一
番 

楽
し
ん
だ
の
は
、
私
自
身 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

次
回
を
目
処
に
私
の
企
画 

は
一
段
落
。
そ
の
後
Ｎ
Ｓ
Ｎ 

仲
間
の
ど
な
た
か
が
引
き 

継
い
で
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 

さ
わ
や
か
‘
17 

 
 

 

阿
部
久
美
子 

 

 
 

  

☆
Ｎ
Ｓ
Ｎ
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

昔
歌
っ
た
愛
唱
歌
・
童
謡
・
抒
情
歌
を
Ｃ
Ｄ
の
曲
を 

ベ
ー
ス
に
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
む
集
ま
り 

(

日
時) 

偶
数
月
第
3
木
曜
日
14
・
00
～
16
・
00 

(

場
所) 

練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費) 

無
料 

登
録
不
要 

先
着
25

名
様 

(

問
合
せ
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
ナ
ン
プ
レ
（
数
独
）
同
好
会 

初
め
て
の
方
に
は
簡
単
な
や
り
方
の
説
明
を
さ
せ 

て
頂
き
ま
す
。 

(

日
時
）
毎
月
第
１
金
曜
日
13
・
30
～
15
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
１
０
０
円 

(

資
料
代)   

(

問
合
せ)

四
季
会 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(
日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日
14
・
00
～
17
・
00 

(
場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半
（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 
14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

え
ー
る 

３
階 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)
８
０
０
５ 

  

                                  【
編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

今
回
初
め
て
編
集
会
議
に
参
加
し
て
、
委
員
の

皆
様
の
緻
密
な
準
備
・
諸
計
画
を
知
り
、
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。
多
く
の
制
約
の
中
、
何
と
か
会

員
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
記
事
に
し
よ
う
と
試
み

て
お
ら
れ
る
事
も
知
り
ま
し
た
。
正
直
申
し
上
げ
、

私
は
こ
れ
迄
会
報
を
頂
い
て
も
一
通
り
目
を
通
す

程
度
で
、
読
み
た
い
記
事
を
見
付
け
る
こ
と
は
稀

で
し
た
。
睦
会
の
「
写
真
の
集
い
」
や
「
浮
世
絵

の
名
作
を
楽
し
む
」
の
記
事
に
目
が
留
ま
り
、
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
既
に
終
了
し
た
活
動
の

報
告
で
し
た
。 

こ
の
機
会
に
、
こ
れ
迄
頂
い
た
会
報
の
「
編
集

会
議
に
参
加
し
て
」
の
記
事
を
読
み
返
し
て
見
ま

し
た
が
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
的
確
で
建
設
的
な
ご

意
見
が
多
く
み
ら
れ
、
感
心
致
し
ま
し
た
。
特
に

「
メ
ロ
ウ
・
メ
イ
ツ
す
ば
る
」
の
猪
俣
さ
ま
の
ご

提
案
に
は
賛
同
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
実
現
を
望

む
所
で
す
。
私
も
書
き
た
い
記
事
を
編
集
委
員
会

に
提
出
し
て
見
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

二
三
の
会 

高
橋
孝
三 

         

 
 

 
 

 
 

 
 

（
坂
井
） 

      

 

JAXAで 

【
編
集
後
記
】 

早
い
も
の
で
令
和
も
２
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
も
新
会
長
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

報
も
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
活
動
や
意
義
を
理
解
し
て
頂

く
た
め
に
、
色
々
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 

（
松
） 
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